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■
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人
。
①
基
準
日
（
平
成
27
年

１
月
１
日
）
現
在
、
宇
都
宮
市

に
住
民
票
が
あ
る
②
平
成
27
年

度
分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
③
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以
上

（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）。

　
た
だ
し
、
平
成
27
年
度
分
市

民
税
の
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
や
生
活
保
護
受
給
者
な

ど
を
除
く
。

■
支
給
額
　
対
象
者
１
人
当
た

り
３
万
円
（
１
回
限
り
）。

■
申
請

▽
期
間
　
４
月
26
日
〜
７
月
29

日
（
消
印
有
効
）。

▽
郵
送
の
場
合
　
〒
320
‐
8540
市

役
所
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本

部
へ
。

▽
直
接
の
場
合
　
市
役
所
１
階

市
民
ホ
ー
ル
（
６
月
20
日
以
降

は
16
階
中
会
議
室
）
ま
た
は
各

・

・

で
、
平
日
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に

受
け
付
け
。
た
だ
し
、
バ
ン
バ

は
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
に

受
け
付
け
。

平
成
27
年
度
分
の
臨
時
福

祉
給
付
金
の
申
請
を
し
て

い
れ
ば
、
自
動
的
に
給
付
さ
れ

ま
す
か
。対象

と
な
る
場
合
は
、
改

め
て
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。基準

日
（
平
成
27
年
１
月

１
日
）
よ
り
後
に
宇
都
宮

市
に
転
入
し
た
場
合
、
宇
都
宮

市
で
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

基
準
日
に
住
民
票
が
あ
っ

た
市
区
町
村
で
支
給
さ
れ

ま
す
。年

金
を
受
給
し
て
い
な
い

と
、
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
す
か
。年金

の
受
給
に
か
か
わ
ら

ず
、
対
象
の
要
件
を
満
た

せ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本
部

☎（
632
）５
１
７
２

◎家内労働委託状況届の提出は4月30日まで　家内労働者へ内職などを委託している事業主は、家内労働
法による委託者になりますので、委託状況届の提出が必要です。これは毎年4月1日現在の家内労働者数
などについて、労働基準監督署を経由して栃木労働局に届け出るものです。詳しくは、栃木労働局労働基
準部賃金室☎（634）9109または最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

４
月
26
日
か
ら
給
付
金
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

よ
く
あ
る

質
問
と
答
え

域

区

出

出質

質質 答答 答

▽国・県・市職員などが、銀行やコンビニ
エンスストアなどの現金自動支払機（ＡＴ
Ｍ）の操作をお願いすることは絶対にあり
ません。
▽国・県・市職員などが「年金生活者等支
援臨時福祉給付金（高齢者向け）」の支給
のために、手数料などの振り込みを求める
ことは絶対にありません。
▽自宅や職場などに不審な電話がかかって
きたら、市消費生活センター（馬場通り4
丁目・ 5階）☎（616）1547や最寄りの
警察署へご連絡ください。

振り込め詐欺や個人情報の
詐取にご注意ください

参

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）

支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
へ
、４
月
25
日
か
ら
書
類
を
郵
送
し
ま
す

　
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
低
い
高
齢
者
を
対

象
に
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
へ
４
月
25
日
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

書
き
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対象者診断チャート

支
給
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

1平成27年度分の市民税（均等割）は課税
されていますか？

2平成27年度分の市民税（均等割）が課税
されている人に扶養されていますか？

3生活保護を受けていますか？

4平成29年3月31日までに65歳以上になりま
すか（昭和27年4月1日以前生まれですか）？

5平成27年1月1日現在、宇都宮市に住民票
がありましたか？

宇都宮市で支給対象
となる可能性があり
ます。

平成27年1月1日現在で住民票が
あった市区町村で支給対象となる
可能性があります。

はい

はい
いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえはい

▲厚生労働省給付金
キャラクター「カクニンジャ」

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ
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柳 壇 荒井宗明 選

冷
や
飯
の
ま
ま
で
定
年
祝
わ
れ
る

●
今
泉
４
丁
目
　
里
崎
　
篤
俊

◎
選
評
　勤
め
す
る
身
の
３
月
、
４
月
は
、
通
常
の
仕
事
の
他
に
、
勤
め
人
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
異
動
が
あ
っ
た
り
、
退

職
者
あ
り
、
新
規
採
用
者
あ
り
で
、
ま
さ
に
悲
喜
交
々
、
運
命
の
月
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
句
だ
が
、

「
冷
や
飯…

」
の
語
句
に
不
満
め
い
た
も
の
を
匂
わ
せ
る
が
、
一
茶
の
、「
め
で
た
さ
も
、
中
位
な
り
お
ら
が
春
」
と
同
じ

で
、
遠
慮
が
ち
な
物
言
い
に
、
人
の
世
の
情
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ゴ
ミ
の
日
を
烏
の
知
恵
に
立
ち
尽
く
す

東
塙
田
２
丁
目
　
渡
辺
　
眞
左

転
げ
落
ち
そ
う
に
八
十
路
の
坂
に
い
る

一
の
沢
２
丁
目
　
斉
藤
　
静
男

朝
ド
ラ
に
な
る
と
百
年
呆
気
な
し

平
松
本
町
　
鶴
牧
美
佐
子

妹
の
服
婚
活
の
数
に
入
り

東
横
田
町
　
中
村
　
俊
一

 歌 壇 安野登美子 選

風
邪
ひ
く
な
な
ん
と
め
ず
ら
し
息
子
か
ら

メ
ー
ル
の
五
文
字
冷
凍
保
存

●
下
栗
町
　
大
塚
　
榮
子

◎
選
評
　「風
邪
ひ
く
な
」
の
初
句
、
な
ん
と
明
白
な
言
葉
か
。
久
し
ぶ
り
の
息
子
の
メ
ー
ル
の
５
文
字
が
、
作
者
の
視
野

を
通
し
心
中
を
射
抜
く
。「
冷
凍
保
存
」
の
結
句
が
感
動
を
凍
結
さ
せ
る
こ
と
に
至
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
の
中
に
閉
じ
込
め

る
。
こ
の
真
意
が
読
者
に
ぐ
さ
り
と
来
る
。
四
字
熟
語
の
効
果
も
的
中
し
て
い
る
。

ほ
つ
こ
り
と
朝
の
柚
子
湯
に
身
を
沈
め

疼
く
足
腰
癒
し
て
を
り
ぬ

下
岡
本
町
　
高
尾
　
信
尚

頬
に
風
の
爽
や
か
な
り
し
小
春
日
の

落
葉
敷
き
つ
む
ま
ほ
ろ
ば
の
道

下
田
原
町
　
五
十
嵐
由
美
子

深
ぶ
か
と
雪
積
む
ポ
ス
ト
に
寒
か
ら
う
と

声
か
け
払
ふ
投
函
の
あ
と

清
原
台
５
丁
目
　
北
市
　
邦
子

暖
か
い
春
の
訪
れ
待
ち
焦
が
れ

紅
梅
ち
ら
ほ
ら
目
覚
め
は
じ
め
ぬ

戸
祭
２
丁
目
　
林
　
　
佳
子

俳 壇 星田一草 選

柳　壇
荒井 宗明 選

歌　壇
安野 登美子 選

俳　壇
星田 一草 選

大賞準大賞 大賞準大賞
市
民
俳
歌
柳
壇

　
　
平
成
27
年
度
年
間
賞

　
平
成
27
年
４
月
号
〜
28
年
３
月
号
の
「
市
民
俳
歌
柳
壇
」
コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
左
の
通
り
、
優
れ
た
作
品
が
「
年
間
賞
」

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　
入
賞
者
に
は
、
後
日
、
記
念
品
を
送
付
し
ま
す
。

　
問
広
報
広
聴
課
☎（
632
）２
０
２
８

亡
き
母
の
小
言
の
如
き
豆
を
煮
る

平
松
本
町
　
鶴
牧
美
佐
子

祖
先
の
地
泡
立
草
に
任
せ
き
り

不
動
前
２
丁
目
　
山
中
ヒ
ロ
子

返
す
に
は
惜
し
い
無
傷
の
免
許
証

西
川
田
南
１
丁
目
　
笹
沼
　
秀
臣

大賞ジュニア 準大賞
花
種
を
振
つ
て
白
寿
の
笑
顔
か
な

下
岡
本
町
　
荒
川
　
玲
子

冬
の
陽
に
足
裏
か
ざ
し
て
マ
ン
ガ
読
む

平
松
本
町
　
伊
藤
　
　
安

原
爆
忌
わ
が
影
黒
き
石
の
上

中
今
泉
５
丁
目
　
丸
田
　
　
守

小
川
に
は
さ
く
ら
の
舟
が
流
れ
て
る

豊
郷
中
央
小
　
峯
田
　
一
樹

は
な
み
ず
き
発
光
す
る
ご
と
輝
き
て
卯
月
の
庭
の

白
い
花
束

野
沢
町
　
鈴
木
　
孝
男

風
光
る
雑
木
林
の
カ
タ
ク
リ
は
乙
女
の
如
く
う
つ

む
き
て
咲
く

西
の
宮
２
丁
目
　
篠
崎
　
一
郎

韮
の
花
雨
の
あ
が
れ
ば
純
白
の
レ
ー
ス
の
ご
と
く

き
ら
き
ら
ま
ぶ
し

御
幸
町
　
藍
原
ミ
サ
子

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品（漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名

可。問広報広聴課☎（632）2028
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不

豆
撒
き
や
鬼
に
も
や
さ
し
夫
の
声

●
東
岡
本
町
　
志
鳥
香
代
子

◎
選
評
　静
か
な
豆
撒
き
で
あ
る
が
、
日
ご
ろ
の
夫
の
優
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
て

共
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
幸
せ
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
ま
た
一
つ
年
取
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
こ

の
幸
せ
を
。

如
月
や
な
だ
め
つつ
立
つ
膝
頭

江
曽
島
町
　
長
谷
川
　
昇

吹
き
さ
ら
す
峡
の
バ
ス
停
春
寒
し

細
谷
町
　
平
野
フ
ミ
子

棟
梁
の
祝
歌
は
凜
と
寒
天
に

花
房
１
丁
目
　
藤
牧
　
淑
子

ラ
ン
ド
セ
ル
満
点
入
れ
て
春
炬
燵

立
伏
町
　
大
樹
龍
五
郎

ま


